
川
和
弥(

営
３)

が
本
塁
へ
。
こ
の

回
で
計
２
点
を
奪
い
逆
転
に
成

功
す
る
が
、
７
、
８
回
に
２
本

の
本
塁
打
を
浴
び
再
び
リ
ー
ド

を
許
す
。
続
く
８
回
裏
、
２
死

三
塁
の
場
面
で
福
山
亮(

経
３)

の
中
前
適
時
打
で
再
び
追
い
つ

く
。 同

点
の
最
終
回
、
守
備
を
三

者
凡
退
で
切
り
抜
け
る
と
、
砂

川
哲
平(

法
３)

が
敬
遠
さ
れ
、
２

死
一
，
二
塁
の
場
面
で
齋
藤
が

打
席
に
。「
打
っ
て
自
分
が
喜
ん

で
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
入
っ

た
の
が
よ
か
っ
た
の
か
も
」
と
、

右
中
間
へ
サ
ヨ
ナ
ラ
打
。
イ
メ

ー
ジ
通
り
の
満
面
の
笑
み
で
、

代
走
出
場
し
て
い
た
松
本
皐
兵

主
将(

地
４)
の
ホ
ー
ム
イ
ン
を

塁
上
で
見
届
け
た
。
投
げ
て
は

今
永
昇
太(

経
２)
が
、
不
調
の
中

で
の
完
投
勝
利
に
、「
粘
り
粘
っ

て
の
１
勝
、
５
勝
ぶ
ん
の
１
勝

で
す
」
と
苦
し
い
試
合
も
自
身

の
奮
闘
を
評
価
し
た
。 

本
塁
打
の
み
の
失
点
と
は
い

え
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
を
制
し
、

亜
大
か
ら
一
部
復
帰
後
初
白
星

を
挙
げ
た
。 

 

２
回
、
右
越
二
塁
打
で

走
者
を
出
す
と
２
死
二

塁
か
ら
片
山
の
放
っ
た

イ
ン
コ
ー
ス
真
っ
直
ぐ

の
球
を
左
翼
ス
タ
ン
ド

へ
運
ば
れ
る
。
そ
の
後
は

低
め
に
集
め
る
投
球
で

自
身
最
長
の
７
回
2/3
を

投
げ
、
被
安
打
４
に
抑
え

る
力
投
。
「
今
ま
で
で
一

番
長
い
イ
ニ
ン
グ
を
投

げ
た
が
、
立
ち
上
が
り
や

先
制
点
を
あ
げ
な
い
事

な
ど
課
題
は
あ
る
」
と
満 

足
す
る
こ
と
は
な
い
。

継
投
し
た
１
年
生
投
手

の
箱
島
章
矢(

地
１)

は

２
死
一
、
二
塁
の
危
機

を
３
球
で
仕
留
め
る
勝

負
強
さ
を
見
せ
た
。 

打
線
は
６
回
、
先
頭

の
砂
川
哲
平(

法
３)

が

左
前
安
打
で
出
塁
す
る

と
、
犠
打
を
決
め
１
死

二
塁
の
好
機
を
作
る
。

だ
が
、
後
続
が
共
に
倒

れ
得
点
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
の
後
も
好

機
を
活
か
せ
ず
５
安
打

に
終
わ
り
、
今
季
初
の

完
封
負
け
を
喫
し
た
。 

こ
こ
ま
で
亜
大

と
の
優
勝
対
決
は

勝
ち
点
３
の
７
勝

２
敗
で
ピ
タ
リ
と

並
ん
だ
。
次
戦
が
い

よ
い
よ
本
当
の
首

位
決
戦
と
な
る
。
こ

の
カ
ー
ド
を
制
し

た
者
が
優
勝
へ
一

歩
リ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
主

将
・
松
本
皐
兵(

地

４)

は
「
意
地
で
気
持

ち
で
勝
っ
て
い
き

た
い
」
と
気
合
を
込

め
た
。 

 

 

齋藤が決めた！ 

明
日
、
大
一
番 

☆ 

松本主将が選ぶ！ 

13 年春季リーグ 

第６週・５月 14 日 

６勝１敗 
 亜 大 ０１０ ０００ １１０ ３ 

駒 大 ００２ ０００ ０１1ｘ ４ 

       

(４)砂 川 ４１０ 

(７)齋 藤 ３２１ 

(６)下 川 ４２０ 

(８)江 越 ４１１ 

(５)福山亮 ４２１ 

(２)木 下 ４１０ 

ＤＨ柳 原 ３００ 

ＰＨ前 田 １００ 

ＰＲ松 本 ０００ 

(９)西村凌 ３００  

(３)篠 原 ３１０ 

ＰＨ山 口 １００ 

     計 3410３ 

 

▽二塁打＝下川 

 

     回 打安責 

○今 永 ９ 38９３ 

 

(９)砂 川 ４２０ 

(３)西 村 ３００ 

(６)下 川 ４１０ 

(８)江 越 ４００ 

(５)福山亮 ３１０ 

(２)木 下 ３１０ 

(７)齋 藤 ３００ 

ＤＨ篠 原 ３００ 

(４)福山慎 ２００ 

ＰＨ巻 木 １００ 

４ 松 本 ０００ 

     計 30５０ 

 

      回 打安責 

●片山 ７ 2/3 28４２ 

 箱島  １/3 １００    

駒 大 ０００ ０００ ０００ ０ 

亜 大 ０２０ ０００ ００Ｘ ２ 

13 年春季リーグ 

第６週・５月 15 日 

７勝２敗 
 

勝
率
を
並
ば
せ
首
位
対
決

と
な
っ
た
亜
大
と
の
第
一

戦
。
同
点
で
迎
え
た
９
回
裏
、

齋
藤
導
久(

政
３)
の
サ
ヨ
ナ

ラ
打
で
息
詰
ま
る
戦
い
に
終

止
符
を
打
っ
た
。
投
げ
て
は

今
永
昇
太(

経
２)

が
粘
投
で

完
投
勝
利
。
11
季
ぶ
り
の
勝

ち
星
を
得
た
。 

 

３
季
連
続
優
勝
を
果
た

し
て
い
る
亜
大
か
ら
先
勝

し
て
迎
え
た
２
戦
目
。
不

調
と
言
わ
れ
た
亜
大
エ
ー

ス
・
九
里
亜
蓮(

４
年
＝
岡

山
理
大
附)

の
前
に
打
線

が
振
る
わ
ず
、
好
投
し
た

先
発
・
片
山
雄
貴(

商
２)

を
援
護
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。 

 

亜
大
の
交
通
事
情
に
よ

り
、
30
分
遅
れ
て
の
開
始
と

な
っ
た
。
２
回
に
本
塁
打
で

先
制
さ
れ
る
が
３
回
裏
、
相

手
の
失
策
も
絡
み
、
１
死
二

三
塁
で
不
調
気
味
だ
っ
た
４

番
江
越
が
適
時
打
を
放
つ
。

一
、
二
塁
間
の
走
塁
中
に
挟

撃
さ
れ
る
が
、
そ
の
間
に
下 

文
＝
服
部
萌
香 

写
真
＝
山
本
春
煕 

文
＝
五
十
嵐
秋
音 

今日のベストプレイヤー！ 

ベストプレー 

「齋藤」 

「サヨナラ打！」 

 

今
季
初
の
完
封
負
け
… 

 

サヨナラ打を放ち喜

びを爆発させる齋藤 

 

あと１本が出なかった打線 

11 季ぶり亜大から白星 


